
KK
K

2018 年
No. 720 日合商の基本は『協調と連帯』

日合商は昭和 52（1977）年に合板・建材を扱う流通
業界の活性化と、関係官庁に意見書が提出できる組
織として発足した歴史ある組織であり、業界唯一の
国の認可団体です。その「会勢強化」は、業界の活
性化につながるものです。また、新規会員・賛助会
員の数が増えることで関係官庁への発言力も増し、
社会的な影響力も拡大していくものと考えています。
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　　　　　　　新潟グランドホテルにて　参加 36 名

　新潟地区支部　総会
2018.9.25

一部 総会、二部 講演会、三部 懇親会の三部構成で開催。総会は
茅野与志樹地区支部長の開会挨拶に始まり、「平成 29 年度会務報
告」「平成 29 年度収支決算報告並びに会計監査報告」「平成 30 年
度会務計画（案）」「平成 30 年度収支予算（案）」が審議され、満
場異議なく承認されました。さらに役員交替により齋藤昭三氏か
ら齋藤太佳裕氏に地区副支部長を交代、新地区副支部長より挨拶。
講演会は講師に井勢敦史氏を招いて開催。締めくくりは懇親会で
和気藹々と親睦を深めました。

茅野与志樹地区支部長より
総会の開会挨拶

㈱ホームブレイン
代表取締役　井勢敦史氏の講演
演題は「2018 年！住宅・不動産業界の
展望とストックビジネス最前線〜エネ
ルギーからスマートウェルネスまで〜」

懇親会冒頭、東京支部
小川明範支部長が来賓挨拶

支部 日程 会場
2018 年

東北（南地区） 10 月 24 日（水） 仙台卸商センター
九州 10 月 25 日（木） ANA クラウンプラザホテル福岡
東京（山梨地区） 11 月 16 日（金） 山梨県立中小企業人材開発センター

2019 年
神奈川   1 月 31 日（火） クルーズクルーズ横浜

東北（北地区）   2  月  8  日（金） 岩手県情報交流センターアイーナ

開催日程・会場が確定している認定事業者研修会

平成 30 年度合法木材・持続可能木材の
供給認定事業者研修会の実施

　従来の「合法木材等の供給認定事
業者研修会」に併せて、「木材関連事
業者のクリーンウッド法登録推進セ
ミナー」を実施しています。
　なお、認定事業者の研修修了者に
は受講証明書を発行します。まだ認
定事業者でなくても、今後、認定申
請を検討される木材関連事業者にも
広くご参加いただけます。
　今年度の支部単位の実施計画につ
いて、ご要請・ご要望を日合商本部
事務局へお寄せください。

平成 30 年度合法木材・持続可能木材の供給認定事業者研修会
及び木材関連事業者のクリーンウッド法登録推進セミナー

従来の研修会に併せて、登録実施機関等の専門家による「クリーンウッド（合法伐採木材）」
普及促進のための説明会を実施。各回新規会員、新規事業者認定申込の事業者も参加。

22018.10.04  東京支部（東京地区）　木材会館にて　　参加 78 名

① 合法木材等の供給認定事業者研修会
　　講師：日本合板商業組合　本部事務局
　　　　　常務理事兼事務局長　金井　誠

② クリーンウッド法の登録推進セミナー
　　講師：（公財）日本合板検査会
　　専務理事兼認定業務部長　尾方伸次　氏

2018.10.17  北陸支部　金沢勤労者プラザにて　　参加 12 名

① 合法木材等の供給認定事業者研修会
　　講師：日本合板商業組合　本部事務局
　　　　　常務理事兼事務局長　金井　誠

② クリーンウッド法の登録推進セミナー
　　講師：（公財）日本合板検査会
　　専務理事兼認定業務部長　尾方伸次　氏

クリーンウッド法の登録推進セミナー講師は
（公財）日本合板検査会 専務理事兼認定業務部長 尾方伸次 氏

開会挨拶に立つ 辻 利陽  支部長
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合板　短期需給見通し （Unit：1,000㎥）

　国産合板の需要

1. 平成 30 年第 2 四半期の実績について　　今回（777 千㎥）
（実績数量の背景、前年同期との比較等）

　需要環境は、住宅着工数が前年第 3 四半期 7 月より連続で前年比減の推移。需要は、在来
工法の面材体力壁用途の構造用合板が増加の傾向、フローリング用針葉樹台板等の非構造用途
も堅調に増加で推移してきた。一方供給（生産）における台板の増加は、表面パテ補修などの
中間工程により期末在庫増加の要因となった。
　出荷量は前年同期の− 1.8％の 777 千㎥となり、第 1 四半期の 778 千㎥よりは若干の減少
だった。
2. 平成 30 年第 3 四半期の見込みについて　　今回（800 千㎥）

（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）
　需要環境は、住宅着工数の第 3 四半期は貸家と分譲マンションは厳しいものの、持家と分譲
戸建て前年水準の回復傾向が見込まれる。針葉樹構造用合板の面材耐力壁や非住宅用途、非構
造用ではフロアー台板、型枠合板の用途向け拡大が一層進む見込み。
　需要は、大手プレカット工場などは維持しているが、中小プレカット工場や中小工務店の動
きは落ち着いている。地域別では、西日本豪雨の復旧・復興要因もあり西高東低で推移の見込み。
出荷量は、前年比－ 2.2％だが第 2 四半期より増加見込み。
3. 平成 30 年第 4 四半期の見通しについて　　今回（830 千㎥）

（見通し作成の根拠）
　供給（生産）は、第 3 － 4 四半期は季節的要因から生産効率が上がるが、一方、残業規制
などへの対応により前年水準の見通し。需要環境は、住宅着工数の持家や分譲戸建てが前年比
水準に回復する見通し。また建築基準法の一部改訂により非住宅分野での建築物の木造化も追
い風となり、用途の拡大が一層期待される見通し。

（前年同期との差異について）
　出荷量は前年比－ 1.0％だが、量は 830 千㎥と今年のピークとなる見通し。
4. 平成 31 年第 1 四半期の見通しについて　　今回（770 千㎥）

（見通し作成の根拠）
　住宅着工数は消費税前の駆け込みへ向けて、持家などの木造住宅の着工数は本格的に回復し
てくる見通し。

（前年同期との差異について）
　出荷量は前年比－ 1.0％の 770 千㎥となる見通し。

　輸入合板の需要

1. 平成 30 年第 2 四半期の実績について　　今回（757 千㎥）
（実績数量の背景、前年同期との比較等）

入荷は見込み通りの高い水準の結果であった。出荷は住宅着工数前年比減の予想を織り込
んだものの、薄物・中厚合板の強い需要やベトナム産輸出梱包用合板の大幅な伸びなど大
きなプラス要因が加わり、前年比を大きく伸ばした。
出荷量は、前年＋ 7.8％の 757 千㎥となった。
2. 平成 30 年第 3 四半期の見込みについて　　今回（680 千㎥）

（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）
　第 2 四半期に比べ供給（入荷）量は減少するが前年比では高い水準となる見込み。これ
に対し出荷は、薄物・中厚合板などの品薄感の強いものは入荷水準に対応する見込みだが、
過剰な入荷量と思われるアイテムは在庫が積み増しになる見込み。ただし、台風 21 号に
襲われた関西の港湾施設における輸入合板のダメージの状況により、過不足のアイテムに
変化が生じる見込み。
　需要環境は、住宅着工数第 3 四半期の貸家と分譲マンションは厳しいものの、持家と分
譲戸建て前年水準の回復傾向が見込まれる。需要は、国内構造用合板への転換が進む見込
み。また産業用需要では、フロアー台板の国産への代替は進んでいる。一方、輸出梱包用
の需要は第 2 四半期の水準が維持される見込みとなっている。出荷量は前年比－ 0.1％の
680 千㎥となる見込み。
3. 平成 30 年第 4 四半期の見通しについて　　今回（720 千㎥）

（見通し作成の根拠）
　第 3 四半期の供給（入荷）量の水準は維持される見通し。これに対し出荷は、住宅着工
数の前年並みへの回復が予想されることから持ち直し、不足感のあるアイテムの強い引き
合いは続く見通し。

（前年同期との差異について）
　出荷量は前年比－ 3.1％と減少だが、第 3 四半期の水準より回復し 720 千㎥となる見通し。
4. 平成 31 年第 1 四半期の見通しについて　　今回（700 千㎥）

（見通し作成の根拠）
　丸太不足や価格上昇のなかでの生産など、供給（入荷）の増加には厳しい環境が続く見
通し。一方、輸入合板の需要は、国内合板等との代替の効かない品薄アイテムでは引き合
いの衰えは見られず、入荷量の水準は出荷されていく見通し。

（前年同期との差異について）
　出荷量は前年比－ 1.5％だが、量的には 700 千㎥。

合板需給見通し
林野庁主催 9 月 23 日開催の「平成

30 年度 第 2 回木材需給会議」に向

けて合板需給検討委員会が提出

供給 需 要（出荷） 期末在庫

計 国内製造 輸入合板 計 国内製造 輸入合板 合計 国内製造 輸入合板

2018(H30) 4-6
前回予測 (1,571) (810) (761) (1,470) (790) (680) (1,187.645) (182.346) (1,005.299)

実績 1,589.358 814.683 774.675 1,533.946 776.946 757.000 1,142.057 200.083 941.974

7-9
前回予測 (1,488) (820) (668) (1,530) (830) (700) (1,145.645) (172.346) (973.299)

見込み 1,531.000 810.000 721.000 1,480.000 800.000 680.000 1,193.057 210.083 982.974

10-12
前回予測 (1,586) (840) (746) (1,470.000) (840) (720) (1,171.645) (172.346) (999.299)

見通し 1,568.000 840.000 728.000 1,550.000 830.000 720.000 1,210.974 220.000 990.974

計 6,187.000 3,251.000 2,936.000 6,053.000 3,185.000 2,868.000

2019(H31)1-3 見通し 1,510.000 810.000 700.000 1,470.000 770.000 700.000 1,250.974 260.000 990.974
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概   要
　2018 年 8 月の新設住宅着工戸数は 81,860 戸（前年同月比 1.6％増）で 3 カ月ぶり
の増加となった。その内、木造住宅は 47,010 戸（同比 0.2％増）で 4 カ月ぶりの増
加となった。季節調整済年率換算値は 95.7 万戸で前月比 0.1％減、先月の増加から再
びの減少となる。
　利用関係別では持家が 24,420 戸（前年同月比 0.2％増）で 2 カ月連続の増加、貸
家は 35,457 戸（同比 1.4％増）で 15 カ月ぶりの増加、分譲は 21,325 戸（同比 2.9％
増）で 3 カ月ぶりの増加となった。分譲の内訳はマンションが 9,146 戸（同比 0.4％増）
で 3 カ月ぶりの増加、戸建ては 11,953 戸（同比 4.0％増）と 5 カ月連続の増加となっ
た。持家、貸家及び分譲住宅が増加したため、全体で前年同月比 1.6％の増加となった。
建築工法別ではプレハブが 11,822 戸（同比 0.8％増）で 15 カ月ぶりの増加、2 × 4
は 10,248 戸（同比 1.4％増）で 4 カ月ぶりの増加となった。

国内・外合板の供給量
　8 月の国内合板生産量は 26.2 万㎥（前月比 94.4％、前年同月比 98.3％）と発表さ
れた。その内、針葉樹合板の生産量は 25.2 万㎥（同比 94.1％、98.9％）となり、出荷
量は 24.1 万㎥（同比 92.8％、96.3％）で在庫量は 18.4 万㎥まで回復した。

　輸入合板の 8 月度入荷量は 23.6 万㎥（前月比 107.9％、前年同月比 101.0％）となった。
国別入荷量はマレーシアが 8.8 万㎥、インドネシアが 7.9 万㎥、中国が 4.6 万㎥となっ
ており、予想通りの入荷となった。ベトナム合板が 2 万㎥を初めて超え NONJAS 品の
シェアを上げている。

今後の見通し
　国内針葉樹合板は 8 月に引き続き 9 月も低調な荷動きであり、メーカーは相場の下落
を避けるように働きかけているが、現実として依然安値が聞こえており弱基調は払拭さ
れない。特に木建ルートは落ち込みが大きい状況となっている。直需関係では仕事量が
増えつつあるが、まだ相場を引上げる勢いではない。在庫量が増加し需要の手ごたえが
薄いことから先安観につながり、市場は様子見となっているので、メーカーが建値をしっ
かり維持出来るかが焦点になっている。
　輸入合板については、8 月出荷量が鈍いこともあり港頭在庫はアイテムによっては若
干増加している。9 月は輸入価格の上昇も落ち着きをみせた展開が続いた。産地での原
木事情は根本的な問題解消には至っておらず、今後雨期を向かえ丸太の出材量が絞られ
生産量は減っていく、現地丸太価格も下がる気配なくコスト及び需要両面より相場はジ
リ高を続けていくと思われる。
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優れた透湿抵抗

シンプルな防火構造

寸法安定性

火に強い

優れた施工性

小屋裏等は、面材の省略に対応

不燃認定材料

面材のあばれ、反りが生じにくい　

透湿抵抗は非常に低く、壁内部の結露防止に有効

加工が容易

厚さ ９.５㎜

2.3㎜ T2

4.0㎜  〃

5.5㎜  〃

9.0㎜  〃

12.0㎜  〃

ラワン JAS
F ☆☆☆☆

針葉樹構造用
（ネダノン）

輸入・型枠用

輸入・構造用

F ☆☆☆☆  12㎜ C-D

F ☆☆☆☆ 24㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 28㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 9㎜  3×10

12㎜ JAS 製品

F☆☆☆☆12㎜ JAS 製品

品　　目

650
780
910

1,540
1,840
1,150
2,570
2,870
1,980
1,430
1,480

9 月26 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

650
780
910

1,540
1,840
1,150
2,570
2,870
1,980
1,430
1,480

10 月3 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

650
780
910

1,540
1,840
1,150
2,570
2,870
1,980
1,440
1,490

10 月10 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0

+10
+10

前週比

650
780
910

1,540
1,840
1,150
2,570
2,870
1,980
1,440
1,490

10 月17 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

※東京都ベニヤ板問屋協同組合、日本合板商業組合「市況通信」より 
（注）1 車単位（10 トン）問屋売り価格・90 日手形（JAS 製品）東京の合板卸売り価格 ＪＡＳ標語
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丸太 輸入製材品

米材　　欧州材　南洋材　 北洋材　NZ/チリ　 計
四半期　   　　区　分

米材　　南洋材　北洋材　NZ/ チリ　　計
国産材

製材用 　合板用　    計

輸入丸太

30
年

31
年

平
成

国内製造　 輸入　　計 国内製造　 輸入　　計

合板 構造用集成材

	 　4~6 月	 実績

	 7~9 月	 見込み

	10~12月	 見通し

　　年 　計

	 1-3 月	 見通し

	 3,264	 1,159	 4,423	 657	 36	 49	 52	 794	 579	 686	 114	 169	 104	 1,652	 815	 775	 1,590	 465	 228	 693
	 103.5	 115.2	 106.3	 100.5	 92.3	 92.5	 49.5	 93.3	 100.3	 93.8	 92.7	 94.4	 122.4	 97.5	 102.4	 109.3	 105.6	 119.2	 105.6	 114.4
	 2,900	 1,120	 4,020	 600	 29	 25	 100	 754	 530	 700	 110	 140	 80	 1,560	 810	 720	 1,530	 455	 220	 675
	 100.1	 115.3	 104.0	 90.9	 52.7	 92.6	 98.0	 89.3	 96.5	 96.8	 96.5	 90.9	 98.8	 96.2	 99.3	 106.7	 102.6	 112.3	 100.5	 108.2
	 3,100	 1,150	 4,250	 600	 33	 25	 100	 758	 540	 680	 114	 120	 90	 1,544	 840	 728	 1,568	 400	 215	 615
	 97.8	 115.5	 102.0	 104.2	 89.2	 113.6	 96.2	 102.6	 97.5	 103.3	 95.8	 100.8	 90.9	 99.7	 100.7	 98.0	 99.4	 101.3	 100.5	 101.0
	 12,408	 4,496	 16,904	 2,558	 142	 127	 383	 3,210	 2,141	 2,722	 441	 606	 392	 6,302	 3,251	 2,936	 6,187	 1,760	 859	 2,619
	 100.4	 116.3	 104.2	 98.2	 92.8	 96.9	 101.3	 98.3	 97.4	 96.3	 94.0	 98.5	 110.7	 97.5	 101.3	 101.1	 101.2	 112.5	 99.0	 107.6
	 3,200	 1,150	 4,350	 600	 30	 25	 100	 755	 500	 680	 105	 180	 100	 1,565	 810	 700	 1,510	 380	 210	 590
	 101.8	 107.8	 103.3	 85.6	 68.2	 89.3	 76.3	 83.5	 101.6	 103.7	 101.9	 101.7	 84.7	 101.2	 103.1	 98.2	 100.7	 86.4	 107.1	 92.8

実数 (千㎥)
前年比 (％)
実数 (千㎥)
前年比 (％)
実数 (千㎥)
前年比 (％)
実数 (千㎥)
前年比 (％)
実数 (千㎥)
前年比 (％)

「平成 30 年度 第 2 回木材需給会議」（2018.9.23）の検討結果
主要木材の入荷量 注：◇国産材：製材用は製材工場への入荷ベース、合板用は合板工場への入荷ベース、外材及び輸入合板：港頭入荷ベース、国内製造合板及び構造用集成材は製造ベース

　　◇合板国内製造の実績値は、農林水産省「合板統計」による

（円）
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北海道
北海道	 - ④ -0013	 西條産業㈱	 代表取締役	 西條　文雪

東北
東北	 - ④ -0014	 ㈲堀建材センター	 代表取締役	 堀　　利也
東北	 - ④ -0015	 ㈱小畑材木店	 代表取締役	 長利　紀美子
東北	 - ② -0035	 佐藤木材工業㈱東北北上支店	 支店長	 上林　康洋

北関東
北関東	 - ④ -0032	 ㈱川合ランバーセンター	 代表取締役	 川合　良平
北関東	 - ④ -0033	 ㈱シノザキ	 代表取締役	 篠崎　務

東京
東京・静岡	 - ④ -0063	 ㈲静北建販	 代表取締役	 榊原　俊章
東京	 - ④ -0064	 ㈱山藤	 代表取締役	 佐藤　信髙
東京	 - ② -0134	 ㈱ハウスマテリアル	 代表取締役	 飯塚　一彦
東京・静岡	 - ① -0218	 丸尾興商㈱	 代表取締役社長	 丸尾　高史
東京 S	 - ④ -0004	 JKI ㈱	 代表取締役	 大平　和彦

中部日本
中部日本	 - ④ -0015	 ㈱ヤマセイ	 代表取締役	 田中　宣之
中部日本	 - ④ -0018	 ㈱ヤマウチ	 代表取締役	 山内　剛司
中部日本	 - ④ -0019	 三和建販㈱	 代表取締役	 鳥羽　良幸
中部日本	 - ④ -0020	 中部ホームサービス㈱	 代表取締役	 熊谷　昌久
中部日本	 - ④ -0021	 櫻井木材加工㈱	 代表取締役社長	 櫻井　雅規
中部日本	 - ② -0042	 後藤木材㈱	 代表取締役	 後藤　栄一郎
中部日本	 -0057	 ㈱ウサミ建材	 代表取締役	 宇佐見　孝

関西
関西	 - ④ -0052	 テツイ建販㈲	 代表取締役	 鐡井　克彦

九州
九州	 - ④ -0018	 志岐産業㈱	 代表取締役	 志岐　和重
九州	 -0118	 ㈱九州恵商会	 代表取締役	 岩田　安樹繁

【グリーン購入法】に基づき
事業者新認定・期限更新した 21 社

平成 30 年 9 月 25 日現在

順位 競技者名 GROSS NET
優　勝 北山  昇一 86 72.8
準優勝 茶木  秀明 98 72.8

3 位 髙橋  俊文 84 75.6
4 位 蚊野  裕一 101 75.8
5 位 須藤  泰成 94 76.0

2018.9.27
北海道支部　懇親ゴルフコンペ   真駒内カントリークラブにて　21 名参加

2018.10.10
一般社団法人
木の総合文化・ウッドレガシー推進協議会
平成 30 年度　第 4 回理事会

成績 TOP ５（敬称略）

平成 30 年の懇親ゴルフ大会　開催予定
◦神奈川支部	 10 月 23 日（火）	 裾野カンツリー倶楽部にて
◦関東 4 支部合同	 11 月 13 日（火）	 千葉カントリークラブにて

衆議院第一議員会館第 1 面談室において開催され、日合商からは本
部事務局金井誠常務理事兼事務局長が出席。同理事会で「平成 30 年
度要望活動（2019 年度予算、税制、金融及び関係諸制度等）について」

「WWD2020 イベントにおける、当会会員による出展について」など
を話し合い、継続して行う要望事項（陳情）の内容について検討の
ため、積極的な意見交換を行いました。

日合商
イベント情報

◉日合商主催　役員会・合板需給懇談会
　会場：世界貿易センタービル「浜松町東京會舘」
　　◇「平成 30 年度　第二回　役員会」
　　　　日程：平成 30 年 10 月 31 日（水）　午後 1 時 30 分より開催
　　◇「平成 30 年度　第一回　合板需給懇談会」
　　　　日程：平成 30 年 10 月 31 日（水）　午後 3 時 00 分より開催

◉日合商 関西支部主催　研修会
　演題：『木材・建材界の潮流』
　　　　業界の過去から現在まで振り返り、これからの展望をお話しいただきます。
　講師：㈱日刊木材　代表取締役社長　岡田　直次　氏
　日程：平成 30 年 10 月 23 日（火）　午後 3：00 〜午後 4：30
　会場：TKP ガーデンシティ PREMIUM 心斎橋 3F バンケット 3A 北

◉日合商 山陰地区支部主催　研修会
　演題：『今後どうなる日本の住宅産業』
　講師：清水英雄事務所　代表　清水英雄　氏
　日程：平成 30 年 11 月 28 日（水）　午後 4：00 〜午後 5：30
　会場：出雲ロイヤルホテル

◉日合商各支部　平成 31 年新年会　日程

1 月 7 日（月） 東京支部他 7 団体 賀詞交歓会 ホテルグランドパレス
1 月 7 日（月） 中部日本支部　名刺交換会 ホテルナゴヤキャッスル
1 月 8 日（火） 関西支部　賀詞交歓会 リーガロイヤルホテル大阪
1 月 10 日（木） 北海道支部　賀詞交歓会 札幌パークホテル
1 月 11 日（金） 北陸支部　新年会 ホテル日航金沢
1 月 15 日（火） 東北支部　新年会 ホテルメトロポリタン仙台
1 月 16 日（水） 九州支部　新年会 ANA クラウンプラザホテル福岡
1 月 16 日（水） 東関東支部　役員会・新年賀詞交歓会 ホテルグリーンタワー幕張
1 月 18 日（金） 中国支部　互礼会 メルパルク広島
1 月 21 日（月） 北関東支部　役員会・新年会 パレスホテル大宮
1 月 22 日（火） 四国支部　役員会・講演会・新年会 伊予鉄会館
1 月 31 日（木） 神奈川支部　合法木材研修会・新年会 クルーズクルーズ横浜

日合商HP「イベント情報」 カテゴリー の表示が変更になりました！
全体、支部別、詳細内容等が確認できるようになりましたので、ホームページをご確認ください !!
https://www.nichigosho.net/wp/calendar/action~month/request_format~json/

日合商からのお知らせ


